
日本プレミア上映会『否定と肯定』および
原作者デボラ・E・リップシュタット氏と木村草太氏 対談のご案内

　この度、NPO法人ホロコースト教育資料センターでは、12月8日（金）に劇場
公開される映画『否定と肯定』の先行上映会を開催します。
　「ホロコーストの大量虐殺はなかった」と言うイギリスの歴史家に、名誉棄損
で訴えられたアメリカのユダヤ人教授デボラ・E・リップシュタット。本作は、
2000年にロンドンの法廷で実際に起きた対決がテーマです。原作著者である
リップシュタット教授をアメリカのエモリー大学よりお迎えして、上映後には憲法
学者の木村草太氏との対談を行います。
　歴史とは、そして言論の自由の定義とは何なのかを、本作品は私たち一人ひ
とりに問いかけています。誤った情報や歴史を軽視する言動が簡単に拡散され、
ときに強い影響力をも持ってしまう現代社会において、史実を伝えていくことの
大切さを皆さまと共に考える機会になればと願っています。

［応募方法］ 下記のホームページよりご応募ください。抽選で80名様をご招待させていただきます。

 https://www.npokokoro.com/171026
当選者の発表は試写状の発送をもってかえさせていただきます。
※試写状は10月18日（水）以降に株式会社ツインよりお届けします。当日ご持参下さい。
［応募締切］ 10月13日（金）正午
［主催者・問い合わせ先］ NPO法人ホロコースト教育資料センター
〒141-0021 東京都品川区上大崎 3-14-58 クリエイト目黒103
TEL : 03-6450-3413　Email : info@npokokoro.com

「ホロコースト否定論者」を非難した教授が名誉毀損で訴えら
れた。はたして「ナチスによる大量虐殺」は証明できるか─。
映画では描ききれなかった5年に及ぶ歴史的裁判の全貌を
リップシュタットが記した回顧録。映画『否定と肯定』原作。
11月17日発売  ハーパーコリンズ・ジャパン  定価1,194円（税抜）／文庫判

米国アトランタのエモリー大学教授。現代ユダヤとホロコーストについて教鞭を
執る。HDOT ［Holocaust Denial on Trial / www.hdot.org］というウェ
ブサイトを立ち上げ、映画『否定と肯定』の題材となった、アーヴィング対ペンギ
ン出版・リップシュタット裁判の記録を掲載している。さらに否定論者から頻繁に
寄せられる主張への回答も掲載している。サイトの一部はアラビア語、ペルシア
語、ロシア語、トルコ語に翻訳されており、イラン国内からも頻繁に閲覧されて
いる。リップシュタットは、卒業生たちによって選出される最も影響を受けた教員
として、エモリー大学の栄誉あるエモリー・ウィリアムズ教員賞を贈られた。
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書籍 『否定と肯定 ホロコーストの真実をめぐる闘い』
デボラ・E・リップシュタット＝著　山本やよい＝訳

監督：ミック・ジャクソン『ボディガード』
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原作：「否定と肯定  ホロコーストの真実をめぐる闘い」 デボラ・E・リップシュタット著（ハーパーコリンズ・ジャパン）

［日　時］

［会　場］

［登壇者］

［司会進行］

10.26（木）  17:30 開場
18:00 映画上映 （上映時間110分） 上映後トークショー（30分予定）

神楽座（東京都千代田区富士見2-13-12 KADOKAWA富士見ビル 1F）

デボラ・E・リップシュタット氏（米国エモリー大学）
木村草太氏（憲法学者）
石岡史子（NPO法人ホロコースト教育資料センター代表）

デボラ・E・リップシュタット
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